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要　旨
本稿では、Moodleを用いて実施した英語科目の期末試験に対し、受験者がどのような面で利点や欠
点を感じたかについてアンケート調査を行った。Moodleのテストに活用できる機能の特徴について、
実用上の問題点を整理し、今後定期試験等でMoodleを活用するためにはどのような点に留意するべき
かを検討した。
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昨年度の教養教育開発実践センター主催のFDでは、Moodleを授業へ活用することを目的とした講演
がなされ、後日フォローアップワークショップも開催された。Moodleの教養教育科目への活用が推奨
される一方、一部の教員がMoodleを活用し、その一方で多くの教員はMoodleには興味がある一方で抵
抗感があったと上記FDへのアンケート結果からわかった。また、非常勤講師はHiro-in IDの取得に手
間がかかることから、Moodleの活用がしづらい傾向にあった。

Moodleはオープンソースのオンライン学習プラットフォームで、弘前大学においては情報基盤セン
ターが管理している。2019年10月現在、教職員向けを除き170のコースが弘大Moodle上に開設されてお
り、特に教養教育科目は76のコースが受講生に公開されている。とりわけ英語科目はMoodleを活用し
ている傾向が強い。Moodleを用いた授業の利点は主に下記の通りである。

1. 受講者と教員が気軽にやりとりできる
2. 受講生同士が意見交換を密にできる
3. 課題をオンライン上で提出できる
4. 課題・小テスト等の結果提示・フィードバックが早い
5. 音声や動画などを共有できるため、情報を提示しやすい

科目・教科によってこれら以外の利点もあるものと思われる。特に、小テスト等の結果提示が早いこ
と、そしてフィードバックが部分正解の場合と不正解の場合で詳細に与えられるのは極めて教育上有効
である。

Moodleが他のオンライン学習プラットフォームに比べ優れている点は、サーバーやHPの管理に問題
がなければ、無償で使用可能なことにある。弘前大学では、情報基盤センターがサーバーの管理維持を
行っているため、各教員が特別なコンピューターへの深い知識は不要で、Web上に公開されている説明
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書や実践報告集を読めば大抵の機能を使いこなすことが可能である。特に富山大学総合情報基盤セン
ター （2018） や中西・大澤 （2013） はとてもわかりやすくMoodleの運用法がまとめられており、参考に
なる。ただし、オンライン上で公開されているマニュアルと弘大Moodleのバージョンが異なる場合、
操作方法が大きく異なることもあるため注意が必要である。また、Moodleユーザーが作成したアドオ
ンなどを追加したい場合などは、基盤情報センターと相談の上導入するか、自前でサーバーを用意した
上でMoodleを設定する必要があるため、基礎的なプログラミングの知識が必要となる。

2019年3月実施のMoodle活用のためのワークショップでは、Moodleの機能、ページの構築方法、受
講生の招待方法、小テストの作成、評点のエクスポートの仕方などが説明された。その中で、参加者が
特につまづきを覚えたポイントは、Moodleを用いた活動（小テスト、ディスカッション、フォーラム
への投稿等）への評価を一括でcsvファイルにまとめ、評価表をエクスポートする作業であった。また、
小テストの作成の際に、数学系の問題では入力上難しいことがあることが明らかになった。Moodle上
のデータのみで成績評価の作業を全て行うことは極めてまれであるため、実用上はそれほど大きな問題
とはならない。それぞれの小テストの点数を表計算ソフトに入力すれば、自動化はできないものの十分
にMoodle上で学生が行った活動を評価に反映できる。Moodleを活用する際には、どこまでを自動で、
どこからを手動で採点等を実施するのか、事前に決めておく必要があるだろう。

Moodleを用いた英語定期試験実施の試み

弘前大学では、基本的に15週、16週のいずれかに期末試験を行うこととしているが、前後期ともに期
末試験後に長期休暇に入るため、学生が試験結果を確認し、試験結果を復習して深い学習へつなげるこ
とが困難である。Moodleを用いて期末試験を実施することにより、試験終了直後にフィードバックが
得られ、試験結果を次の学習へとつなげることが可能となる。しかし、実際に期末試験にMoodleを用
いた場合、学習者はこの形式でのテストにどのような感想を抱くのか、また成績に形式が影響するかど
うかは疑問が残る。そこで、本稿では2019年8月にMoodleを用いてReadingとListening科目の期末試験
を実施し、成績に影響を及ぼさないよう配慮し、各科目で完全に同じ形式で試験を実施した。試験実施
直後から、全員に試験結果を確認するよう指示を出した。その15分後にweb上のアンケートに回答する
ように指示を出し、Moodleを用いた定期試験について学習者の視点で是非を尋ねた。

テストの問題の構成とMoodleでの設定及び解説

図1は実際に使用したReadingの問題形式である。なお、以降の図はテスト問題の内容に関わる部分
はアイテムバンクの機密性保持のため、見づらくなるようマスク加工をしている。これは同義語を選ぶ
問題だが、a～dの選択肢は各受験者で順番がランダムになるよう調整している。この授業の受験者の
多くは毎授業行われた単語小テストで同等の問題に解答している。したがって、問題形式自体には良く

図1．多肢選択形式の語彙問題の入力画面（問題文と解答は錯乱肢を含めてぼかし加工をしている）．
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慣れていたといえる。Moodleにおいて多肢選択問題は、正解を1つにすることも複数にすることも可能
であり、完全解答のみを認めることも一部正解を認めることも可能である。複雑な解答を認める場合は
解答用紙に直接記入する形式であれば採点ミスも起きやすいため、複数の解答を認める多肢選択問題を
用いる場合はMoodle上で実施するとそのようなミスを防ぐことが可能となる。
続いて、図2は空所補充問題で、いわゆるcloze testの形式で出題されている。空所補充形式の問題だ
が、正解は基本的には教科書で使われた表現と文脈・文法的に適切な表現があった場合は正解としてい
たが、作問者の想定を超えて多用な反応があったため、実際には手作業で解答を全て確認する必要が生
じた。この形式の問題はできる限り多くの別正解を想定する必要があるため、出題者の工夫が必要とな
るだろう。

図2．Cloze testの例 （本文はSasajima et al., 2017, p. 60より引用）． 

Readingの長文読解の問題では、短答式問題と長文記述式問題で問題設定上の工夫が異なる。短答式
問題（図3）のような問題の場合、解答が限られるため、cloze testの場合と同様に複数の別解を用意す
る必要がある。正解が文レベルの長さの場合、機能語が異なるだけで不正解扱いとなってしまうため、
状況に応じては似た表現で助詞や語順を変えたものを別解として設定する必要があるかもしれない。し
かし、いずれにしても採点の際には教員による目視が必要となる。Moodleの設定上、フレーム付きペー
ジ、もしくは2画面で分割することが不可能であったため、特に短答式問題と長文記述式問題について
は複数回スクロールを繰り返し、問題文と解答欄を行き来する必要があったため、解答しづらいと学生
から不満が寄せられた。

図3．短答式問題の例．
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図 3の短答式問題の入力画面に続き、複数の問題と、最後に長文解答式となる要約課題を設定した
（図4）。

図4．Reading短答式問題の続きと長文入力式問題の例．

長文を読んでその内容を要約する問題では、模範解答は設定せず、評価のポイントのみフィードバッ
クコメント記載欄に記載することとした。そのうえで教員が改めて解答を全て読んで採点を行った。図
4が問題形式の例であるが、図3に続いて1ページに提示される形式となるため、受験者は頻繁に画面
をスクロールする必要があり、余計に手間取ったとういう意見がアンケートで多数見受けられた。
一方、Listeningテストでは、Readingと同様に多肢選択形式の問題と長文記入形式の要約問題、短答

式の問題を受験者に課した。ただし、音声を聞いている最中、聞いた音声の内容をA4の白紙に自由に
メモを取って良いこととした。基本的にListeningのテストで用いられた問題の形式はReadingテストで
実施されたものと同じであるため、具体例は割愛するが、Readingと大きく異なっていた点は、長文を
テスト問題中に一切表記しなかったことである。これにより、Listeningテスト受験者はReadingテスト
受験者に比べ、スクロールをする頻度が少なくなっていた。

受験者からのMoodleを用いた各テストへの反応

ReadingとListeningのテストを受講した各 1クラスずつにアンケートを実施した。アンケート項目は
下記の通りである。

1. 今回の期末試験は受験しやすかったですか？下記の選択肢から当てはまるものを選んでくださ
い。ただし、あくまでwebで受験したことに対しての感想とし、内容や受験結果については考え
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ないものとします。
2. 問1で「受験しづらかった」「とても受験しづらかった」と回答した方に伺います。受験しづら
かった理由を下記の選択肢からすべて選んでください。選択肢にない場合はその他に書き込んで
ください。

3. 紙とペンを用いたテストとWeb形式の試験のどちらが好みですか？
4. 問3で紙とペンを用いたテストが好ましい（どちらかといえば～と回答した方を含む）と答えた
方にお聞きします。なぜそのように思いましたか？具体的にお書きください。

5. 問3でWeb形式のテストが好ましい（どちらかといえば～）と答えた方にお聞きします。なぜそ
のように思いましたか？具体的にお書きください。

6. Webを用いたテストの利点を思いつく限り記入してください。問2や3で記入した内容も再度記
入してください。

7. Webを用いたテストの欠点を思いつく限り記入してください。
8. （上記で皆さんが指摘したような欠点が解決したとして）こうしたWeb形式のテストはできる限
り英語科目や他の教養・専門科目で増えてほしいと思いますか？

これらの各項目に対し、Readingテストを受講した群（n = 25）とListeningテスト（n = 27） を受講した群
の結果を比較した結果、問1、3、8については下記の図5～7の通りの結果となった。以下の図では、
左側がReadingテストを受講した群、右側がListeningテストを受講した群の解答をまとめたものである。
問2、4、5、6、7については後述する。

図5．問1：Moodleでの期末試験は受験しやすかったですか？（左：Reading、右：Listening）

Readingテスト受験者に比べ、Listeningテスト受験者はMoodleを用いたテストに対し良い印象を持っ
ており、「とても受験しやすかった」と「受験しやすかった」で6割を超えた。一方Readingは「受験し
づらかった」、「とても受験しづらかった」の割合が6割を超えた。問2でその理由を確認した所、これ
は上述の通り、『（Readingテストの読解問題では）頻繁に画面をスクロールする必要があったため』、
『キーボードで文字を入力することに慣れていないから』という回答がほとんどであった。一方Listen-
ingテスト受験者がMoodleによる試験を嫌う理由は『キーボードの操作音が気になるため』が最も多く、
Reading同様に『キーボードで文字を入力することに慣れていないから』が続いた。この結果は間違い
なく問題形式が影響したものであり、Readingテストでセンタースクリーンに英文を提示するなどの工
夫を図れば、多少は改善する可能性があるだろう。ただし、センタースクリーンがある教室が限られる
ことや、視線が動く頻度が多いことや、隣り合った受験者の入力画面が見えてしまう可能性も考慮すれ
ば、弘前大学の設備では多くのクラスで同様の試験を実施するのは難しいかもしれない。
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図6．問3：Moodleによるテストと従来の紙とペンを用いたテストのどちらが好ましいですか？

図6はMoodle形式のテストとペーパーテストのどちらが好ましいかを受験者に質問した結果である。
これも如実に直前に実施したテストの影響を受けており、Readingテスト受講者群はペーパー型のテス
トを好み、Listening受講者群は半々程度に割れるという結果であった。問4、問5でそれぞれペーパー
型のテストとMoodleを用いたテストを好む理由を質問した所、ペーパー型を選択した回答者は、問 2
と同様に、『スクロールがあることで集中が途切れる』であったり『タイピングが不慣れで、入力ミス
に気づけ無い』といった回答が多い傾向にある中で、『英文に書き込みができないことが難易度を上げ
ている』といったReading特有の回答も見られた。しかし、英語で言えばTOEFL iBTをはじめとする民
間試験ではPCを利用したテストが多く実施されており、就職活動の際にSPIを受験する際も、テスト
センターもしくは自宅PCで受験する機会もあるため、学生はPCを用いたテストに慣れておいたほうが
良いことも事実である。他方、Moodleを用いたテストを好むと回答した回答者の意見は、『解答の入力
が早い』、『訂正時に消しゴムを使わないで済むので楽』『文字が汚い場合でも（文字を丁寧に書くこと
に）負担にならない』といった入力が用意になるという趣旨の回答や、『結果がすぐ出るので学習に役
立つ』というテストの波及効果の本質に気づいている学生も数名見られた。

図7．問8：Web形式のテストはできる限り英語科目や他の教養・専門科目で増えてほしいと思いますか？
（左：Reading受験群、右：Listening受験群）

問7では、受験者にWeb上でのテストに関する懸念を聞いた。それに対する回答の8割程度が『タイ
ピングに慣れていない人には不利』というコメントで、次いで『システム障害等に懸念が残る』、『周囲
のタイピング音が気になる』などのコメントが寄せられた。実際、このアンケートに回答する直前に試
験結果を確認する時間を設けたが、cloze testや短答式問題で正しいスペルを入力していたにも関わらず、
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スペースが入ったことなどが理由で不正解扱いとなった解答が多数見られた。また、半角と全角を誤っ
て入力しているケースもあり、システム上正答とみなされないということもあった。これらは後日教員
が目視で確認し、得点を修正したが、自身の解答が正しく採点されていないことに不満や不安を覚えた
受験者が多かったことから上記のような回答が得られたのだろう。
最後に、問8でWeb、Moodle用いたテストを増やすべきかの是非を受験者に質問した結果、これまで

の結果と同様、Readingテストを受験した群は否定的な回答が多かった一方、Listening受験群はやや肯
定的な傾向が多くみられた。ただし、『強くそう思う』と回答した学生はListening受験群のうち1名のみ
であった。実際にMoodleを用いたテストを受験した直後だからこそ、学習者がWeb上で受験するテス
トの問題点を自覚し、良い面悪い面を判断することができたと言える。これらの意見を参考に、どのよ
うな問題形式やタスクであれば不満なくMoodle等を用いたテストを活用し、採点の効率化を図ること
が可能となるか検討を深める必要がある。

まとめ・今後の展望

現時点で明らかに採点効率性の向上に有効なテスト形式は、正否が明確な多肢選択問題（複数回答を
含む）、や組み合わせ問題（左側と右側の単語の意味を合わせるなど）、○ / 式問題などが挙げられる
だろう。一方、こうした問題はテストの構造的に当て推量（当てずっぽうで正解を引き当てること）の
可能性を考慮する必要もあるため、項目の信頼性を向上させるために項目数や選択肢数を増やす必要が
生じる。不適切な項目が増えるとテストの信頼性に悪影響を及ぼすだけでなく、悪い波及効果ももたら
すこととなるため、慎重に項目を作成する必要が生じる。一方、上述の通り記述式の問題では、解答を
教員が確認する必要がある。したがって、教員はMoodleを用いたテストにおいて事前の準備に時間を
かけるか、採点に時間をかけるかを熟考し、どちらが教員自身にとってそして何より受講生にとって良
いテストになるかを慎重に検証する必要がある。
今後、Moodleを用いたテストについて再度ワークショップ等を実施し、教員にMoodleを用いた試験
を実施する場合に事前の準備と採点の手間のどちらが実用性の観点から重視するのかを聞き取ったり、
学生と議論を行ったりすることでよりMoodleを効果的に用いることが可能になるだろう。
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